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－総括１－ 

新規事業及び重要事業総括表 
 
Ⅰ 総 額 
 
 【一般会計】 

区分 令和３年度 令和２年度 伸び率 
予算総額 １４９,１４１,１８６千円 １４７,３３１,１７６千円 １.２％ 

一般会計構成比         ７.０%          ７.５%    － 
 
 
Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                    （単位 千円） 
 
 １ 暮らしの安心・安全を確保する 

 （１）防犯対策の推進と捜査活動の強化 

 
  Ｐ １ 新規 働き方の新しいスタイルに対応した警察基盤の構築     ４３,１６２ 
  Ｐ １ 新規   ・Ｗｅｂ会議システムの導入【情報管理課】       １３,３７９ 

  Ｐ ２ 新規   ・セキュアモバイルシステムの導入【警務課】      ２９,７８３ 

 

 

   Ｐ ３ 新規 警察業務の効率化による警察力の強化          ２９４,７３３ 

   Ｐ ３ 新規   ・捜査管理システムの構築【刑事総務課】       ２４５,２４７ 

             （債務負担行為）          （限度額 ２４９,４２７） 

   Ｐ ４ 新規  ・ＡＩ－ＯＣＲとの連携によるＲＰＡの活用推進【警務課】 

                                     １９,７０３ 

  Ｐ ２ 新規   ・セキュアモバイルシステムの導入【警務課】（再掲）  ２９,７８３ 

 

 

  Ｐ ５      交番、駐在所建設費【施設課】                ８,５０２ 

         （債務負担行為）              （限度額 ３１１,４４８） 

 
  Ｐ ６  新規  新たな採用募集活動ツールの導入による人材の獲得【警務課】 １,０８５ 

 

  Ｐ ７  新規  実戦的逮捕術訓練による現場対処能力の向上【教養課】   １５,０７１ 

 
 （２）交通安全対策の推進 
 
  Ｐ ８ 新規 運転免許学科試験の多言語化【運転免許試験課】        ２,０６２ 
              

  Ｐ ９    交通安全施設整備費【交通規制課】          ５,３８４,５６１ 

 
 
２ 危機や災害に備える 
 （１）危機管理・防災体制の強化 

 
  Ｐ１０    大規模警備（東京オリンピック等）のための装備・体制強化【公安第一課】 

                                    ４４４,１０９ 

 

  Ｐ１１ 新規 新型コロナウイルス感染症対策【危機管理課】      １２８,６２９ 



                             

新 規 

 - 1 - 

 
働き方の新しいスタイルに対応した警察基盤の構築  

～  Ｗｅｂ会議システムの導入  ～  
 

担当    情報管理課 

警察本部内線 ２４１１ 

 

１ 目 的 

  県内各警察施設間をＷｅｂ会議システムでつなぎ、新たな働き方の構築及び情報共有 

 の活性化・迅速化を図る。 

 

 

２ 事業の概要 

  警察業務システム内にＷｅｂ会議システムを導入する。 

○ 会議や研修にＷｅｂ会議システムを活用することで、職員同士の接触を避け、密を

防止するとともに、移動時間の削減等により業務を効率化することができる。 

○ 災害・突発事案発生時にＷｅｂ会議システムを活用することで、情報共有を一斉に

行うことができ、警察活動を迅速化することができる。 

 

 

３ 予算額  

  １３，３７９千円 



                             

新 規 

 - 2 - 

 
働き方の新しいスタイルに対応した警察基盤の構築  

～ セキュアモバイルシステムの導入 ～ 

 

  担当      警務課 

警察本部内線 ２６１１ 

 

１ 目 的 

  職員個人が所有する携帯端末を業務デバイスとして活用できるアプリを組み込んだ独 

 自システムを構築し、時間や場所を選ばない柔軟な働き方を実現する。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ ＩＣＴを活用した働き方改革の推進 

 ○ リモートワーク環境の整備 

 ○ 迅速な情報共有による警察業務の効率化 

 ○ 強固なセキュリティの確保  

 

   

３ 予算額 

  ２９，７８３千円 

 

 

 ※「警察業務の効率化による警察力の強化」にも資する事業 



                             

新 規 

 - 3 - 

 
警察業務の効率化による警察力の強化  
～ 捜査管理システムの構築 ～ 

 

担当     刑事総務課 

 警察本部内線  ４０１１ 

 

１ 目 的 

  限られた体制において、捜査力を最大限に発揮するため、現在、個別稼働している捜

 査管理に係るシステムを一つのシステムに統合し、新たなデジタル管理機能を追加した

 新システムを構築する。 

 

 

２ 事業の概要 

  捜査管理システムを構築し、業務の合理化・効率化、事件管理の強化を図る。 

 

 

３ 予算額 

  ２４５，２４７千円 

  システム開発経費 （債務負担行為限度額 ２４９，４２７千円） 



                             

新 規 

 - 4 - 

 
警察業務の効率化による警察力の強化  

～ ＡＩ－ＯＣＲとの連携によるＲＰＡの活用推進 ～ 

 

  担当      警務課 

警察本部内線 ２６１１ 

 

１ 目 的 

  紙資料を電子化するＡＩ－ＯＣＲ技術の導入により、ＲＰＡを活用した業務効率化を 

 推進し、職員が警察力の維持・向上につながる高付加価値業務に注力できる職場環境の 

 実現を目指す。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ ＡＩ－ＯＣＲによる警察業務で取り扱う多様な紙資料の電子化 

 ○ ＲＰＡを活用した定型業務の自動化及び省力化に向けた事業の更なる拡大 

 

 

３ 予算額 

  １９，７０３千円 



                             

新 規 

 - 5 - 

 
交番、駐在所建設費  

 

担当      施設課 

警察本部内線 ２２６１ 

 

１ 目 的 

  地域住民の安全と平穏を確保するため、地域に密着した警察活動の拠点とな

 る交番、駐在所を計画的に整備し、治安体制の強化を図る。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ 建設スケジュール 

  ・ 令和３年度 調査設計 

  ・ 令和４年度 建設 

 ○ 交番３か所の改築に向けた設計 

  ・ 武南警察署鳩ヶ谷南交番 

  ・ 加須警察署北川辺交番 

  ・ 久喜警察署菖蒲交番 

 ○ 駐在所２か所の改築に向けた設計 

  ・ 秩父警察署大滝駐在所 

  ・ 小鹿野警察署三田川駐在所 

 ○ 令和３年度建設の交番、駐在所に係る備品購入費等 

 

 

３ 予算額 

 ○ 初度調弁費等           ８，５０２千円 

 ○ 建設費等（債務負担行為限度額 ３１１，４４８千円） 



                             

新 規 

 - 6 - 

 
新たな採用募集活動ツールの導入による人材の獲得  

 

   担当      警務課 

警察本部内線 ２６１１ 

 

１ 目 的 

  「 新しい生活様式 」に沿った新たな採用募集活動の手法としてＷｅｂツールを導入し、 

 警察という職業の魅力を発信することで、優秀な人材を採用し、警察職員の質の向上を 

 図る。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ 警察業務及び試験概要等の説明動画を制作（外部委託）し、県警ホームペ

ージ等に掲載することで、時間や場所にとらわれず、警察業務への興味の浸

透を図れる環境を整備する。 

 ○ ＬＩＮＥ有料プラン契約により、一方的な発信だけではなく、双方向のメ

ッセージのやり取りを行い、受験者及び内定者に対するきめ細かなフォロー

を行う。 

 

 

３ 予算額 

  １，０８５千円 



                             

新 規 

 - 7 - 

 
実戦的逮捕術訓練による現場対処能力の向上  

 

  担当      教養課 

警察本部内線 ２７１１ 

 

１ 目 的 

  平成30年以降、富山県警察、宮城県警察及び大阪府警察において、刃物による警察官

の殉職事案及び受傷事案が発生している。本県においても、こうした凶悪犯に的確に対

処し、県民が安全で安心して暮らせるまちづくりを実現するため、実戦的な逮捕術訓練

により警察官の現場対処能力の向上を図る。 

 

 

 

２ 事業の概要 

  訓練で使用する防具類を整備する。 

 

 

 

３ 予算額  

  １５，０７１千円 



                             

新 規 

 - 8 - 

 
運転免許学科試験の多言語化  

 

   担当     運転免許試験課 

警察本部内線 ７０２̶ ３１１ 

 

１ 目 的 

  在留外国人等の増加を背景に、外国人の運転免許保有者が増加傾向にある中、「外国

 人材の受入れ・共生のための総合的対応策」として、運転免許学科試験の更なる多言語

 化を推進する。 

 

 

２ 事業の概要 

  運転免許学科試験において、在留外国人数の多い中国人及びベトナム人の使用言語で

 ある、中国語及びベトナム語の学科試験を導入する。 

 

 

３ 予算額  

  ２，０６２千円 



                             

新 規 

 - 9 - 

 
交通安全施設整備費  

 

  担当    交通規制課 

警察本部内線 ５１６１ 

 

１ 目 的 

  老朽化した信号機や道路標識等の更新、摩耗した道路標示（横断歩道等）の

補修を行い、交通安全施設の適正な維持管理を推進する。 

  また、交通事故を防止し、安全で円滑な道路交通環境を実現するため、事故

発生形態等を踏まえた効果的な交通安全施設の整備を図る。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ 老朽化した交通安全施設（信号機、道路標識等）の更新 

 ○ ゾーン３０の整備による生活道路対策の推進 

 ○ 歩車分離式信号機等の整備による事故防止対策の推進 

 ○ 交通安全施設の効果的かつ効率的なストック管理の推進 

  等 

 

 

３ 予算額 

  ５，３８４，５６１千円 



                             

新 規 

 - 10 - 

 

大規模警備（東京オリンピック等）のための装備・体制強化  

 

担当    公安第一課 

                       警察本部内線 ５５６１ 

 

１ 目 的 

  開催延期となった２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等

を安全かつ円滑に実施するため、警察本部内外における情報共有態勢のほか、

警備実施等に必要な資機材を整備する。 

 

 

２ 事業の概要 

 ○ 現地指揮機能の強化 

   早期かつ的確な現地指揮を可能にするため、会場内外の映像情報を警察本

部及び現地警備本部がリアルタイムで共有するシステム環境を整備する。 

 ○ 装備資機材等の整備 

   銃器や爆発物等への対処能力を強化するための装備資機材のほか、警備実

施に資する各種資機材を整備する。 

 

 

３ 予算額 

  ４４４,１０９千円 



                             

新 規 

 - 11 - 

 
新型コロナウイルス感染症対策  

 

  担当    危機管理課 

警察本部内線 ５８１１ 

 

１ 目 的 

  現場で活動する警察官等の感染防止対策を講じ、警察力を維持確保することにより、

 県民の期待に応える力強い警察活動を推進する。 

 

 

２ 事業の概要 

  新型コロナウイルス感染症が蔓延する中にあっても日々の街頭活動、交通取締り、事

 件・事故現場活動、各種窓口業務等の警察活動を継続させるためには、着実な感染防止

 対策の徹底が重要であり、必要となるマスク、ゴム手袋、消毒用消耗品等に不足が生じ

 ないよう整備する。 

  また、掛敷布団用簡易カバーを購入し、交番や当直等の勤務員が仮眠時に使用してい

るリース寝具と併せて使用することにより、勤務員間の感染拡大防止を図る。 

 

 

３ 予算額  

  １２８，６２９千円 

 


